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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
部
説
明
の
ブ
ー
ス
に
座
っ

て
い
る
と
、
受
験
生
と
そ
の

ご
父
母
か
ら
よ
く
も
ら
う
質

問
が
あ
る
。
大
学
で
は
何
が

学
べ
、そ
の
結
果
、ど
う
い
っ

た
職
業
に
就
け
る
の
か
、
と

い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
大
学

で
の
学
び
が
世
の
中
に
出
て

か
ら
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の

か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
問
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
▼
し

か
し
、
大
学
は
学
問
を
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
就
職
予
備

校
や
専
門
学
校
で
は
な
い
。

そ
れ
に
以
前
と
は
違
っ
て
、

出
身
学
部
や
自
己
の
専
門
分

野
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
種
多

様
の
職
業
に
就
く
こ
と
が
で

き
る
。そ
う
考
え
る
一
方
で
、

大
学
は
社
会
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

な
の
か
、
ま
た
、
社
会
に
出

て
行
く
学
生
に
何
を
持
た
せ

て
や
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
思
い
も
あ
る
▼
最
近
に

な
っ
て
世
界
的
不
況
の
波
が

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
学
生
諸
君
の
就

職
活
動
に
も
暗
い
影
を
落
と

し
つ
つ
あ
る
。
わ
が
国
で
は

新
卒
で
の
就
職
が
生
涯
を
通

し
た
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
大

学
が
就
職
予
備
校
で
は
な
い

と
い
え
ど
も
、
そ
の
動
向
に

は
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

▼
就
職
活
動
で
授
業
を
休
み

ま
す
と
い
う
伝
言
に
、
教
員

と
し
て
割
り
切
れ
な
い
思
い

を
抱
き
な
が
ら
も
、
何
と
か

う
ま
い
こ
と
内
定
を
も
ら
っ

て
こ
い
よ
と
祈
る
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。（

本
村

康
哲
）

４
・
５
面

学
習
す
る
、発
見
す
る
、成
長
す
る
。

実
体
験
を
通
し
た
学
び
の
場

教
室
内
の
講
義
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
体
験
を
通
し
て
学
び
の
場

を
広
げ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
か
ら
学
生
は

何
を
得
て
い
る
の
か
。６
件
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

８
面

関
大
生
の
恋
愛
事
情

ま
も
な
く
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。
学
生
生
活
を
彩
る
�
恋
愛
�

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
た
だ
今
交
際
中
の
関
大
生
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
声
に
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
迫
る
。

３
面

検
証

高
校
生
が
見
た
関
西
大
学

「
進
学
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
」
に
お
い
て
、
本
学
が
関
西
エ
リ
ア

で
「
知
名
度
」「
興
味
度
」「
志
願
度
」
の
全
て
で
全
体
１
位
の
高

評
価
を
得
た
。
同
調
査
の
結
果
と
概
要
を
検
証
す
る
。

特
集

特
集（
学
生
企
画
）
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�
面
…
外
国
語
学
部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
面
…
奨
学
金
制
度
、
学
生
寮
の
案
内

�
面
…
織
田
信
成
さ
ん
が
全
日
本
初
制
覇

関大は、これまで多くのジャーナリストを育ててき
た。彼らが、その成果をもって「地方の時代」映像祭に
戻ってくる。
そして、彼らの作品を現役の関大生とともに議論する。
これに刺激を受けてまた新しいジャーナリストが育ち、社
会と大学が連携し、知識と情報、経験が循環していく。
昨年１１月に開催された「地方の時代」映像祭２００８にお
いて、「夫はなぜ、死んだのか～過労死認定の厚い壁
～」（毎日放送）でグランプリを受賞したのは、関西大学
出身の奥田雅治氏だった。さらに優秀賞を受賞した「黒
と白・名張毒ぶどう酒ワイン事件の闇」（東海テレビ）の
齊藤潤一氏も本学卒業生である。審査にあたった私は、
贈賞式の舞台でそれを知り、主催団体として「エコひい
き」をしたのではないという言葉が思わず口を衝いて出
てしまうほどの喜びであった。
全国の放送局やＣＡＴＶ局、一般市民、学生、高校生
によるドキュメンタリー作品のコンクールとして１９８０年
川崎市で始まった「地方の時代」映像祭、２００７年から本
学で開催されるようになり、昨年１１月は学園祭に合わせ
て開催された。この映像祭、主催として関西大学、日本
放送協会、民放連が加わり、日本の放送界で大きな地位
を占めている。
１９８０年、当時の神奈川県知事長洲一二氏が提唱した「地方
の時代」、それは東京に一極集中して発展してきた戦後日
本に対する一つのオルタナティブの提案であった。当時
の政治的文脈の中で大きなインパクトをもって迎えられ
た言葉だったが、それに呼応して、放送においても地方局
が地域の課題を掘り起こすドキュメンタリー作品を顕彰
しようとする「地方の時代」映像祭が川崎市で始まった。

それから３０年、多メディア化、多チャンネル化、デジ
タル化が進展し、地方局の経営はますます苦しい。もと
もと地方局の理想は、放送による地域経済の活性化と地
域文化の創造だった。ＮＨＫが全国あまねく情報を提供
し、また共通文化を形成していくのに対し、民放各局
は、各地域社会に貢献することを責務として出発したは
ずであった。ところが、東京キー局を中心としたネット
ワーク化が進み、地方局独自の放送文化を育てることが
困難となってきた。そうしたなかで、ドキュメンタリー
は、地方局が東京キー局に対抗できる唯一のジャンルで
もある。
さて、地方の時代は新しい時代に入った。グローバル
化が叫ばれる中、今回の映像祭でも、地方の放送局が地
域に根を下ろしながらも、普遍的な人類の課題に取り組
み、場合によっては海外まで取材を行っている。果敢に
「越境」するドキュメンタリストが目立った。
さらに、さまざまなメディア技術、映像技術の発展

は、もうひとつの「越境」も可能にしている。ドキュメ
ンタリストは放送局に所属しなくても、その作品をさま
ざまなメディアを通して社会に語りかけることが可能に
なりつつある。それはジャーナリストに限らない。一般
市民や学生など、誰もが映像を通して、自らの思いを伝
えることもできる。この映像祭、そうした時代に呼応し
て、職業の枠を越境した人々の作品を議論する、そして
また新しい映像ジャーナリズムのあり方をともに考える
フォーラムとしても期待されている。
この映像祭、これからも関大を中心に、さらに発展さ
せていきたい取り組みである。

（社会学部教授）

黒田 勇

特
集
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外
国
語
学
部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

外
国
語
学
部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

外外
国国
語語
学学
部部
開開
設設
記記
念念
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

�
�
�
�
�
�
�
�

一
月
十
四
日
、
第
六
回
ソ
シ
オ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
研
究
国
際
会
議
が

本
学
で
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
教
授
の
Ｄ
�
Ｗ
�
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ

ン
氏
に
関
西
大
学
名
誉
博
士
号
が
贈

呈
さ
れ
た
。
名
誉
博
士
号
の
贈
呈
は

十
四
人
目
と
な
る
。

ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
氏
は
、「
資
本
理

論
と
投
資
行
動
」
の
数
理
モ
デ
ル
を

世
界
で
最
初
に
作
成
し
、
一
九
七
一

年
に
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
最
高
の
賞

で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
ツ
・
ク
ラ
ー

ク
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
経
済
学
・

統
計
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
傑
出

し
た
存
在
で
あ
る
。

本
学
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略

研
究
機
構
（
機
構
長
�
鵜
飼
康
東
総

合
情
報
学
部
教
授
）
は
、
文
部
科
学

省
の
「
平
成
二
十
年
度
人
文
学
及
び

社
会
科
学
に
お
け
る
共
同
研
究
拠
点

の
整
備
の
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月

以
来
、
本
学
Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
（
ソ
シ
オ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
）

フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
、
同
氏
よ
り
数
々

の
指
導
を
受
け
た
実
績
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

こ
の
た
び
、
ソ
シ

オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦

略
研
究
国
際
会
議
に

お
け
る
基
調
講
演
者

と
し
て
再
度
来
日
し

た
こ
と
を
機
会
に
、

河
田
悌
一
学
長
は
、

同
氏
の
功
績
に
対
し

敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、

名
誉
博
士
の
称
号
記

お
よ
び
記
念
メ
ダ
ル

を
贈
呈
し
た
。

（
学
長
課
）

昨
年
十
二
月
十
三
日
、『「
考

動
」
す
る
�
こ
と
ば
職
人
�
―

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
文
化
・

教
育
―
』
と
題
し
て
、「
外
国
語

学
部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
千
里
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
受
験
生
、
高
校
一
、
二
年

生
、
保
護
者
対
象
の
外
国
語
学

部
説
明
会
と
個
別
相
談
会
も
同

時
開
催
さ
れ
た
。
当
初
は
定
員

五
百
人
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

総
勢
八
百
人
以
上
の
事
前
申
込

者
が
あ
り
、
実
り
あ
る
開
設
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

貴
重
な
体
験
談

当
日
は
、
河
田
悌
一
学
長
と

宇
佐
見
太
市
学
部
長
就
任
予
定

者
の
挨
拶
の
後
、
最
初
に
金
田

一
秀
穂
客
員
教
授
の
基
調
講
演

「
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
山
本
英
一

外
国
語
学
部
副
学
部
長
就
任
予

定
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
金

田
一
客
員
教
授
、中
村
正
史
「
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
編
集
長
、
玄

幸
子
教
授
、
田
尻
悟
郎
教
授
が

登
壇
し
た
。
総
合
司
会
は
長
沢

彰
彦
元
朝
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
（
非
常
勤
講
師
予
定
者
）
が

務
め
た
。

金
田
一
客
員
教
授
の
体
験
に

即
し
た
軽
妙
洒
脱
な
基
調
講
演

は
、
こ
と
ば
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
真
髄
に
迫
る
も
の
で

あ
り
、
聴
衆
の
琴
線
に
触
れ
た

に
ち
が
い
な
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、�
こ
と
ば
職
人
�
と
し
て

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
パ

ネ
リ
ス
ト
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た

充
実
し
た
討
論
会
と
な
り
、
特

に
「
海
外
体
験
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
考
動
」
の
持
つ
深

い
意
義
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

（
外
国
語
学
部
学
部
長
就
任
予

定
者

宇
佐
見
太
市
）

本学では、学術研究および教育水準の向上を図るため
に、本年度４６人の客員教授を招聘している。
秋学期には下表のとおり、各学部、大学院などが主催

して客員教授の講演会を順次開講した。いずれも、本学学
生をはじめとした多数の参加者の来場を得て、質疑応答
なども活発に行われた。

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
経
済

学
部
国
際
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事

前
授
業（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア

デ
レ
ー
ド
大
学
）
が
開
催
さ
れ

た
。当

日
は
、
北
川
勝
彦
教
授
、

新
熊
隆
嘉
教
授
お
よ
び
後
藤
健

太
准
教
授
に
よ
る
授
業
の
ほ

か
、
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
と
本
学

を
ネ
ッ
ト
で
結
ぶ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
（
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
双
方

向
の
遠
隔
授
業
が
行
わ
れ
、
同

大
学
か
ら
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
担
当
す
る
三
人
の
教
員
に
よ

る
授
業
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

同
大
学
か
ら
の
交
換
留
学
生
の

ジ
ェ
イ
ド
・
ク
ー
パ
ー
さ
ん
に

よ
る
母
校
紹
介
も
あ
り
、
留
学

を
目
前
に
し
た
参
加
者
た
ち
は

熱
心
に
授
業
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。
参
加
者
か
ら
出
た
多
く
の

質
問
に
対
し
て
、
同
大
学
の
教

員
た
ち
か
ら
、
と
き
お
り
笑
い

も
交
え
な
が
ら
回
答
が
あ
る
な

ど
和
や
か
な
雰
囲
気
の
一
面
も

あ
っ
た
。

こ
の
事
前
授
業
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
は
同

大
学
を
と
て
も
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
留
学
へ
向
け
て

の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。

（
経
済
学
部
）

◆
守
口
市
教
育
委
員
会
と
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

本
学
は
、
一
月
二
十
一
日
に

守
口
市
に
お
け
る
教
育
と
本
学

に
お
け
る
教
育
の
充
実
・
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
守
口

市
教
育
委
員
会
と
相
互
の
人
的

・
知
的
資
源
の
交
流
・
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
主

な
連
携
内
容
は
、
�
大
学
に
よ

る
小
中
学
生
等
を
対
象
と
し
た

新
た
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
、
�
大
学
生（
院
生
）
に

小
中
学
校
等
の
教
育
現
場
を
体

験
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
、
	
大
学
生（
院
生
）
に
よ
る

小
中
学
校
等
の
教
育
活
動
お
よ

び
地
域
の
各
種
活
動
へ
の
支
援

を
推
進
す
る
こ
と
、


大
学
と

小
中
学
校
等
の
教
職
員
相
互
の

交
流
・
研
修
を
促
進
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
後
、学
校
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
連
携
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
学

の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

は
、こ
れ
で
二
十
件
目
と
な
る
。

◆
関
大
ふ
く
い
笑
い
講
を
開
催

昨
年
十
二
月
二
十
日
に
福
井

県
生
活
学
習
館
に
お
い
て
、
福

井
県
と
本
学
が
主
催
し
て
「
第

二
回
関
大
ふ
く
い
笑
い
講
」
を

開
催
し
た
。
木
村
洋
二
社
会
学

部
教
授
の
「『
笑
い
測
定
機
』
の

冒
険
―
ａ
Ｈ
（
ア
ッ
ハ
）
で
測

る
笑
い
の
力
―
」、
林
啓
子
筑
波

大
学
大
学
院
准
教
授
の
「
笑
い

と
健
康
―
『
笑
み
筋
体
操
』
の

活
用
に
つ
い
て
―
」
と
題
す
る

講
演
に
続
き
、
は
や
お
き
亭
貞

九
郎
氏
（
素
人
落
語
家
）
の
落

語
を
鑑
賞
し
な
が
ら
『
笑
い
測

定
機
』（
横
隔
膜
の
振
動
を
電
気

的
に
計
測
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
お
か
し
み
」
に
よ
る
「
笑

い
の
量
」
を
算
出
す
る
「
笑
い

測
定
シ
ス
テ
ム
」）
の
実
験
が
行

わ
れ
た
。
当
日
は
、
約
六
百
人

の
参
加
者
が
あ
り
、
健
康
長
寿

に
大
き
な
力
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
「
笑
い
」
を
科
学
的

に
考
え
る
と
と
も
に
、
「
笑

い
」
と
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」

に
つ
い
て
学
び
、
会
場
は
終
始

笑
い
に
包
ま
れ
て
い
た
。

●
ラ
モ
ス
氏
が
関
西
大
学
北
陽

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
指
導

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
元
日

本
代
表
の
ラ
モ
ス
瑠
偉
氏
が
関

大
北
陽
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
一

日
指
導
し
た
。
こ
れ
は
ラ
モ
ス

氏
の
兄
・
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
氏
が

二
十
年
四
月
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部

の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
て
い

た
が
、
体
調
不
良
の
た
め
コ
ー

チ
を
辞
任
す
る
に
あ
た
り
、
ラ

モ
ス
氏
か
ら
「
志
半
ば
で
コ
ー

チ
を
辞
任
す
る
兄
に
か
わ
り
、

少
し
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
の
申
し
出
に
よ

り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
氏
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
後
、
ラ
モ

ス
氏
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
た
。

佐
藤

博
氏
（
さ
と
う
・
ひ

ろ
し
�
元
評
議

員
・
名
誉
教
授

・
元
経
済
学
部

教
授
）

平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
日

に
死
去
。
八
十
歳
。

昭
和
三
十
年
一
橋
大
学
経
済

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
同

年
本
学
経
済
学
部
着
任
。
三
十

六
年
助
教
授
。
四
十
三
年
教

授
。
平
成
十
年
三
月
定
年
退

職
。
同
年
名
誉
教
授
。

専
門
は
財
政
学
。

テーマ
歴史と冒険のシンクロニシティー
―『ユダの福音書』の発見をめぐって―
これからの時代に求められる力とは？
―学生時代に何をすべきか―
ファッション文化論
箏から見た日本・伝統・現代
世界金融危機をもたらしたのは何か
租税社会学について
私の経営に対する考え方
地域再生へのシナリオ ～武雄市の戦略～
都市と地方を考える ～ふるさとの発想～
ＩＣＴの変遷と富士通のチャレンジ
脳と視覚情報処理

ＬＥＤの最先端技術の動向と日米の研究環境

日本語のコミュニケーション
沿線価値向上を目指して

希薄化する「公」概念と税制の再構築

会計基準をめぐる国際動向
―激動期におけるわが国会計基準のあり方

金融危機と日本の経済運営

今 監査の現場で何が起きているのか
―公認会計士に求められる能力とは
グローバル金融危機と金融ビジネスの潮流変化
「いま、子どもたちは…」 ～いじめ、不登校・引き
こもり、リストカット・自殺、薬物乱用・犯罪～

氏名・役職

辻原 登（作家）

村田 裕之（村田アソシエイツ�代表、�社会開発研究セ
ンター理事長、東北大学特任教授）
コシノヒロコ（ファッションデザイナー）
西 陽子（箏曲家）
佐伯 啓思（京都大学大学院人間・環境学研究科教授）
大武健一郎（元国税庁長官）
長谷川閑史（武田薬品工業�代表取締役社長）
樋渡 啓祐（佐賀県武雄市長）
西川 一誠（福井県知事）
秋草 直之（富士通�取締役相談役）
福島 邦彦（�ファジィシステム研究所客員研究員）
中村 修二（カリフォルニア大学サンタバーバラ校材料物
性工学部教授�青色発光ダイオードの開発�）
金田一秀穂（杏林大学教授）
角 和夫（阪急阪神ホールディングス�代表取締役社長）
大西 又裕（ネット・ライフ企画�取締役、元税務大学校
主任教授）

平松 一夫（関西学院大学教授�前学長�）

竹中 平蔵（慶応義塾大学教授・グローバルセキュリティ
研究所所長、元総務大臣）

園木 宏（あずさ監査法人代表社員）

奥 正之（�三井住友銀行頭取）

水谷 修（水谷青少年問題研究所）

日 時

１０月１７日

１０月２４日

１１月２７日
１２月１１日
１２月９日
１２月１５日
１１月２１日
１１月１７日
１２月８日
１２月１７日
１０月３０日

１１月１７日

１２月１３日
１０月１日

１１月２６日

１２月３日

１２月１７日

１月２８日

１１月２６日

１２月２日

主 催

文学部

経済学部
大学院経済学研究科

政策創造学部

総合情報学部

大学院工学研究科

外国語教育研究機構

会計専門職大学院

学長室

学生センター

経
済
学
部
で
国
際
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

	 	 プロフェッショナル

「考動する“ことば職人”たれ」

新新
設設
学学
部部
にに
高高
いい
関関
心心

受受
験験
生生
らら
もも
多多
数数
聴聴
講講

Ｄ
�Ｗ
�ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
に

客客客客客客客客客員員員員員員員員員教教教教教教教教教授授授授授授授授授 講講講講講講講講講演演演演演演演演演会会会会会会会会会
秋学期に２０回開催

Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
多
大
な
功
績

（２）平成２１年（２００９年）２月１日第 ３５９ 号



国際的なセンスが身につく→�
専門分野が深く学べる→�

m 専門分野�
s関西大学の指導理念は「学の実化」。つまり、実際の社会
で役立つ人材を育てることが目的です。幅広い教養を持ち、
専門領域の知識をしっかりと身につけ、外国語能力を備え、
情報機器を駆使することができ、問題を発見し解決する
ことができる。そのような学生を社会に送り出すために、
関西大学は柔軟なカリキュラムを展開しています。（広報課）�
�
s僕の所属する総合情報学部では、カリキュラムが「メディ
ア情報系」「社会情報システム系」「コンピューティング系」
の３つに分かれていて、その枠を超え、興味のある科目を
学ぶことができます。逆に、１つの分野に絞って深く学ぶこ
ともできるなど、自分にあったアプローチができるのも魅
力です。大学では高校生とは違って、目的や自主性を持ち、
積極的に学ぶことが大切だと思います。　　　（情１・男性）�

m 国際的センス�
s関西大学では2005年１月から、「Globalizing Kandai」
構想に基づいて急速に国際化が進められています。その
結果、当時11カ国17校であった学生交換協定校数は、
2008年12月現在で20カ国45校に増加し、2009年度中に
は50校をめざして協定校拡大を進めています。�
　また、現在500人以上の外国人留学生が在籍しており、
キャンパス内の国際化が進んでいます。さらに、国際部
に昨秋、「国際コミュニティ:KUブリッジ」を設置し、メ
ンバーである学生が主体となって、留学生の生活のサポー
トや日本人学生と留学生が交流するイベントなどの企画

を行っていて、今後も留学生との交流がより活発になる
ことが期待されています。　　　　　　（国際センター）�
�
s私は、夏休みにイギリスで大学主催の語学セミナーに
参加し、さらに交換派遣留学で１年間アメリカの大学に
留学しました。留学しようと思った理由は、関大のキャ
ンパス内で経験した世界各国の留学生との交流を通して、
海外の文化に興味を持ち、英語の必要性を強く感じたか
らです。就職活動では留学の経験をアピールして、希望
していた会社に内定をいただくことができました。また、
国際部のスタッフはみなさんとても親切で、いつも温か
くサポートしてくれますよ。　　　　　　（文３・女性）�

圏外�

圏外�

　近年の大学を取り巻く環境変化に伴い、大学の社会的役割も変わりつつあり
ます。こうした状況にあって、本学はさまざまな改革を行ってきました。学部編
成においては、一昨年の政策創造学部の開設、工学部の理工系３学部への再編、
本年４月の外国語学部の開設、そして来年には２つのキャンパス・学部の設置
が予定（構想）されるなど、一連の大規模な改組・改革が、高校生に絶大な支持を
得たものと見ています。もちろん、既存の学部においても、専修制の導入など、
学生一人ひとりの「学び」の興味を引き出すカリキュラムの構築といった学部改
革が、高校生に広く受け入れられているものと考えています。�
　また、各種の高大連携事業の取り組み、例えば各学部の教員による高校での
出張講義、学校インターンシップを通じた在学生の各高校への派遣等により、
高校生諸君が本学をより身近に感じてくれることも大きな要因かもしれません。
さらに、キャンパス・アメニティの充実も重要な点です。オープンキャンパスや
大学見学などの機会を通じ、本学を訪れる高校生の多くから、立地条件の良さ、
キャンパスの広大さ・緑の豊かさ、施設・設備の充実ぶりに圧倒され、この環境
のなかでぜひ学びたいという感想が寄せられています。このほか、得橋大輔さん
（大学院文学研究科Ｍ１）、織田信成さん（文４）をはじめとする在学生のさまざ
まな活躍も当然見逃せません。本学の潜在的なブランド力に加え、構成員一丸と
なった上述のような取り組みが、今回の結果に結びついたことを大変誇りに思っ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入試広報課）�

　入学時から卒業後のキャリアデザインをサポートする多彩なプログラムを
充実させており、特にインターンシップについては、1997年に全国の総合
大学に先駆けて導入。一般的なインターンシップに加えて国際インターンシッ
プや学校インターンシップなど、大変充実した内容となっています。�
　また、難関国家試験や各種資格取得をしっかりと支援するエクステンショ
ン・リードセンター。そして、就職活動を行う学生には、各種ガイダンスや
他大学では類を見ない企業数の学内企業セミナーを開催するなど、就職活動
をしっかりサポートしています。　　　　　　　　　　　（キャリアセンター）�
………………………………………………………………………………………�
　入学時にエクステンション・リードセンターの開講講座を知り、ファイナ
ンシャル・プランナー講座を受講しました。講座では、生活に密着した資産
運用や金融に関する知識を習得することができました。また、実務を担当す
る講師の経験談を聞くうちに、金融業界に興味を持つようになりました。キャ
リアセンター主催のガイダンスで早期から就職活動に備えたこともあり、銀
行から内定をもらうことができました。現在は、TOEIC○Rコースを受講し、
ビジネスに不可欠な英語力を習得中です。　　　　　　　　　（経４・女性）�
………………………………………………………………………………………�

資格・就職�

　本学の学生たちは、各界で活躍する約32万
人の卒業生が築いてきた伝統を受け継ぎ、明る
く、気取らず、積極的な人が多いように感じます。
今春には、学部がさらに増えて11学部となり、
より個性的な学生や先生も増えることでしょう。�
　123年の歴史を持ち、自由な気風に満ちたキャ
ンパスで、自分らしく、充実した４年間を過ご
してください。　　　　　　　　　（広報課）�
…………………………………………………�
　関西大学は、関西、なかでも大阪にある大学ということで、「元気がある」
とか「明るい」というイメージを持たれるのではないでしょうか。確かに友だ
ちにも楽しい人が多いですし、就職活動でも面接官から、「関大生って、活気
があるね」と言われることもしばしば。学園祭がとても盛り上がるのもその
せいかもしれません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社４・女性）�
………………………………………………………………………………………�

　本学には体育会、文化会、学術研究会、単独パート、同好会など
150を超えるクラブやサークルがあります。これら以外にも学生が
自主的に活動を行っているサークル団体を含めるとその総数は300
以上にも。どのクラブやサークルも活発な活動を行っており、なかに
は全国的に活動内容が知れわたっているクラブも数多く存在します。�
　全学生の半数以上が何らかのクラブやサークルに所属して活動し
ており、学生一人ひとりが充実したキャンパスライフを送ることが
できる大きな要因になっています。　　　　　　　（学生センター）�
……………………………………………………………………………�
　クラブやサークルの人たちが新入生を勧誘しようと、入学式の会
場周辺で前に進めないくらいの人だかりができていたのには驚きま
した。結局、私は学園祭実行委員会に入り、超多忙ですが、充実した
毎日を送っています。奨学金については、友だちから学生の３分の
１が利用していると聞いたことがあります。　　　　（政策１・女性）�
……………………………………………………………………………�

■　活気がある感じがするa
キャンパス�

ライフ�

１位�
■　クラブ･サークル活動が盛んであるa ４位�
■　寮や奨学金が充実しているa ７位�
■　学生生活が楽しめるa ３位�

■　伝統や実績があるa
全体イメージ�

６位�
■　明るいa ２位�
■　有名であるa ４位�
■　校風や雰囲気が良いa ３位�

■　就職に有利であるa ９位�
■　資格取得に有利であるa 10位�
■　社会で役立つ力が身につくa ８位�

学習環境�
■　教育内容のレベルが高いa 12位�
■　学習設備や環境が整っているa ９位�
■　勉強するのに良い環境であるa 11位�

　より質の高い教育・研究の実施をめざし、日々学習環境の整備に努めてい
ます。例えば、昨年10月に発足した教育開発支援センターでは、さらなる
教育の質向上のため教員の教育力向上に組織的に取り組んでいます。また、
学生（授業支援ＳＡ）が授業の運営をサポートし、学生自らが授業の質向上に
寄与しています。さらに、学舎・教室は順次建て替えを行って大型モニター
やＡＶシステムなど最新の設備を備えるとともに、省エネルギーと快適さを
兼ね備えた学習環境の整備をすすめています。 　　　　　　（教務センター）�
………………………………………………………………………………………�
　図書館をはじめとして、施設はきれいで充実している方だと思います。ま
た、緑が多いキャンパスは快適で、広場で近所の子どもたちが学生といっしょ
にサッカーを楽しんだり、お年寄りが公開講座に参加したりと、ゆったりと
開放的な雰囲気がします。ただ、大阪の都心から近いので、とっても便利で
すが、遊びの誘惑は多いかもしれません（笑）。　　　　　　　（文３・男性）�
………………………………………………………………………………………�

高校生から絶大な支持、関西圏で「三冠」�
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［経済学演習］担当：良永康平経済学部教授�

キャンパスのごみを追跡・調査�
滝本　敏晴 さん�

［専門演習］担当：長谷川伸商学部准教授 �

日本がおいてきた「忘れもの」�
廣田佐恵子さん �

［専門演習］担当：藤岡伸一郎社会学部教授�

出産とその後、現状を学び伝える�
植野　絵美 さん�

［専門演習］担当：黒上晴夫総合情報学部教授�

教材開発の過程で「新しい視点」�
齋藤　麻貴 さん�

［専門演習］担当：深井麗雄政策創造学部教授�

社会貢献をテーマに考え、動く�
下垣　和美 さん�

［特別研究］担当：梶川嘉延システム理工学部准教授�

分野を越え、ＭＲＩの騒音低減�
平山諒太郎さん�

本は恵まれているか」という質問の答えに迷ったのは、２００８年２月中国で
のことだ。�

　私は「国際協力や技術移転、人材育成の現場を歩く」というゼミのテーマのもと、
中国の深掻にあるテクノセンターで約２週間のインターンシップに来ていた。テクノセ
ンターとは、日本の中小企業が中国進出するのをサポートする役割をもつ組織であ
り、安いMADE  IN CHINA製品の舞台裏でもある。そこでは、私たちと同い年かそ
れ以下のたくさんの女の子が親元を離れて働いている。長時間の労働に安い給料、
ごみがあちこちに散らばっていて、専有スペースはベッド程度の１２人部屋の寮、水
のシャワーとバケツ１杯のお湯でお風呂。決して良くはない生活環境にもかかわらず、

彼女たちの笑顔は輝いていて、驚くほど明るい。そして、何より彼女たちは優しかっ
た。私は当初「中国で生活している人は水準の低い暮らしをしていて、可哀想だ」
と考えていた。しかし、彼女たちと仕事や、文字通り寝食をともにしていく中で、現
在の日本には失われつつある家族や周りとの絆、優しさや笑顔を彼女たちから感
じた。現在の日本では家族内で口をきかなかったり親子間で事件が起きたりする
のに対して、昔は「向こう三軒両隣」という言葉があったように、家族だけでなく周
りの人とも一緒に生活をしていた。その習慣が、現在の中国にはまだ存在し、私は
そこに彼女たちの優しさや温かさを感じた。彼女たちの笑顔や優しさ、それは戦
後の日本が急成長してきたときに置いてきた「忘れもの」なのかもしれない。金の
余裕はあるが心の余裕がない日本には、これから「心の豊かさ」が必要だ。また中
国は、貧しさゆえの勤勉さやそこからくる明るさの先に、人に優しくできる力がある
のだとも感じた。日本が置いてきた「忘れもの」をせずに、物質的に豊かになること
が中国の課題となるだろう。�
　私がこのように考えるようになったのは、テクノセンターでたくさんの人やきっかけ
に出会ったからだ。そしてそのきっかけを与えてくれたのがゼミ活動だ。教室に閉
じこもって頭だけで考えるのではなく、実際に自分の体を使って体験をする。悩ん
だり、考えたり、疲れたり、時には落ち込んだりもする。しかし、そうして得たことは、自
分だけの経験として財産になり、私は成長し続けていく。　　　（商学部３年次生）�

世紀は「環境の世紀」と言われるほど、世界中で注目されている環境問題。良永
ゼミではそんな日々 深刻さを増す環境問題について学んでおり、その中でも私た

ちは特に身近な環境問題であるごみ問題をテーマにしている。そこで、関西大学から排
出されるごみに着目し、今まで大学が料金ベース（ごみ処理に年間約５億円ものお金を
拠出）でしか把握していなかった大学のごみについて徹底調査を行った。�
　まず、収集運搬業者をはじめとする多くの企業による協力のもと、実際に足を運んでご
みの行方を追った。リサイクル業者や最終処理業者を直接訪問することで、ごみ処理に
は数多くの業者が関わっていることや、関西大学だけでなく関西圏のごみ事情について
も知ることができた。次に学内におけるごみ排出者である大学当局と生活協同組合に資
料を求めて、千里山キャンパス内のごみ総排出量やごみの要素・成分について調査を行っ
た。平成１９年度においては年間約７６２トンものごみが排出されており、ごみの内訳として
は紙ごみが約７割を占めていることがわかった。�

　上記の調査を通してごみ減量に向けての問題点や改善点が見えてきた。具体的に
は、大学で適切な分別が行われていないために、本来なら可能なリサイクルが行われて
いないといったことが挙げられる。ごみ減量には、まず、ごみ減量に容易に取り組めるよう
な環境が必要である。また、それと同時に学生・教職員の行動も必要不可欠である。不
要なレジ袋は受け取らない、ごみはきちんと分別するなど心がけ次第ですぐに実行できる
ことである。環境問題とは地球規模で問題の原因、影響、対策を考えなければならない
ものであるが、改善すべきことは身近な所に数多く存在しているのだ。まさに「Think 
Globally, Act Locally.」 かけがえのない地球を後世に残すために大学においても学生・
教職員が一丸となってごみ減量に向けて行動すべきではないだろうか。�
　このように実際に現場に足を運び、現場の声を聞き知識を蓄えることで、私たち良永
ゼミとしての独自の考えを創造することができた。またゼミナール関西ブロック大会や経商
合同学内ゼミナール大会に参加し、自信を持ってその研究成果をプレゼンすることがで
きた。こうして得た知識や経験はとても有意義なものであり、私の人生において大きな糧
となるものであろう。本だけで勉強するのではなく、現場で「生きた知識」を得て自ら学び
考えることが大学生活における一番の醍醐味であり財産であると改めて私は感じている。�
　関西大学のごみに関する詳しい内容は、生活協同組合が発行している『書評』の
１３０号２００８・秋に掲載しており、関西圏のごみ事情などに関しては同誌１３１号２００９・春
に掲載する予定である。　　　　　　　　　　　　　　　    　（経済学部3年次生）�

�

たち藤岡ゼミ３年次生では、１１月２９日に関西大学千里山キャンパス第３学
舎ソシオAV大ホールでシンポジウムを開催した。自分たちが興味関心のあ

ることについてとことん足を使って突き詰めたい…。そんな思いが開催するきっか
けとなった。「いま伝えるべき社会問題は何だろう」とゼミ生で話し合いを重ねた結
果が「あい」にまつわるものだった。年齢は大人でありながらも、子どもの部分を持
ち合わせる学生が、HIVや赤ちゃんポスト、代理母出産などといった問題に興味を
持つことはとても重要だと考えた。そして「あい～いま、子どもができたら」というテー
マにたどり着いたのである。�
　当日はゼミ生が取材、撮影、編集を行った自主制作作品、そして兵庫県立伊川
谷北高校制作の招待作品の上映、そして講演者に諏訪マタニティクリニック根津
八紘院長を招き大学生とのパネルディスカッションを行った。不妊治療のひとつで
ある、「代理母出産」の現場に携わっている院長の考えと子どもができることに不

安を感じている学生とのディスカッションは白熱したものとなった。「今、子どもができ
たら産む」と考える意見が多かったが、彼らは社会に対して育てていく段階の不
安を覚えているようだった。また、このシンポジウムで伝え切れない内容を文章とし
て取り上げ、より参加者の方に理解を深めていただこうと『ぴぃかん』を発行した。
テーマは幅広いが、我々はこの雑誌で子どもを産み、育てる際に起こりうる社会問
題（いじめ、児童虐待、学校教育など）について焦点を当て、その現状により関心
を抱いてもらうことを目標としている。�
　今回のシンポジウムは全ての面においてゼロからのスタートであった。取材のた
めに、吹田の保健所や赤ちゃんポスト「こうのとりのゆりかご」を設立している熊本
の慈恵病院を訪問…。現場の方が今まで知ることのなかった知識や現状を教え
てくださった。また金銭面においては関大前のお店１軒１軒に支援していただける
よう足を運んだ。苦戦することもあったけれど、温かく支援してくださる人たちによっ
て運営することができた。そしてより多くの人たちに宣伝するため相談にのってい
ただいた協賛・後援企業や大学の広報課の人たち。人と人のつながりの大切さ、
ありがたみを改めて痛感するきっかけとなったと思う。�
　私たちは今回のテーマをシンポジウムと共に終わらせるのではなく、これからさら
に吟味し問い詰めていきたいと考えている。その成果を何らかの形でみなさんにま
た伝えることができたらいいなと思う。　　　　　　　　　　（社会学部３年次生）�

の所属する黒上ゼミでは、実体験を通して学ぶことのできる場が充実して
いる。その１つに、プロジェクト活動がある。プロジェクト活動は、さまざまな活

動の中から、自分の興味に合わせて参加することができる。私は科学教材開発プ
ロジェクトに属し、著作権フリーのハイビジョン教材を作成している。作成にあたっ
ては、小学校と連携し、企画から絵コンテ、撮影、編集という一連の流れを学生が
担当する。毎回のミーティングでメンバーと話し合い、試行錯誤しながら教材を作
成している。でき上がった教材の結果はもちろん、その工程も大切にし、振り返りを
行い改善することで成長していくことが大きな魅力であると考える。月１回のマルチ
リソース研究会で作成状況を報告し、企業の方や現場の先生の意見を聞く場も
設けられている。使ってくれる先生が目の前にいて、作成したものに対し意見をい
ただけるので、フィードバックもできる。これほど恵まれた環境で行える実習はないと
感じている。また、定期的なポートフォリオ作成や、ウェブページによる活動公開も行っ
ていく予定である。どのようにこれからのプロジェクト活動を進めていくかという展開
についてもさまざまな可能性を秘めているため、みんなで考えていく楽しさがある。�
　私は、教育について興味を持っており、何かを作り上げていくことが好きである。
もともと教材作成にあたっては、何もわからない一からのスタートであった。活動の
中で少しずつであるが技術を習得し、徐 に々できることが増えるにつれてさらに面
白くなる。また、普段の生活から教材作成のネタについて考え、教材や映像を作成

者の観点から見るようになった。明らかに、このプロジェクト活動に参加する前とは、
異なった視点で物事を見るようになったと実感している。�
　黒上ゼミは、自分がやりたいと思ったこと、興味を持ったことを実行できるような
環境を用意してくれている。ほかにも、オーストラリアへのスタディツアーやインター
ンシップもその例である。実体験は机上の学習だけでは得られない経験や自らの
成長を実感することができる。このような貴重な経験はこれからの人生の中でも大
きな糧となっていくだろう。ともに活動するメンバーや先輩、プロジェクトを支えてくれ
ている先生や企業の方への感謝の気持ちを忘れずに、実体験での経験を活か
して自分自身や活動を俯瞰的に見ることが重要であると考えている。�

（総合情報学部3年次生）�

月７日、阪神タイガースの岩田稔投手（本学卒業生）を招いて高槻市にあ
る大阪医科大学で１型糖尿病の子どもたちを支援する２つの団体主催の

クリスマス会が開かれた。患者とその家族や関係者を合わせると１５０人ほどが参
加した。計画したのは２団体と、深井ゼミの学生４人である。�
　ゼミの目標は「社会への具体的な貢献を通じて、問題解決の方法とメディアを
考える」だ。ゼミは、①ある自治体の「音楽と花」をテーマにした新事業の立案、②
ある企業の１００周年事業、③食品メーカーの学生向け新商品の開発、④１型糖
尿病の子どもたちを支援する４人の「こども研」といった４グループに分かれる。４グ
ループとも社会人並みの規律、スピードと徹底した独創性が求められる。�
　全員が名刺をもち、自治体や企業の担当者と会合を重ねる一方で、広汎な情報
や先行事例を集める。ポイントは「一見、何の関係もない情報の隠れたつながりや
意味をいかに引き出すか」だ。「エチオピアにある中国系油田へのゲリラの攻撃と、
日本海での越前クラゲの大繁殖には、なんの関係があるのか」。そういうことを私た
ちは必死に考える。作業は学生が自主的に進めるが、時に教授がアドバイスする。�
　「こども研」では、夏前から２団体と交流を始め、サマーキャンプに参加した。子ど
もたちに接し、継続する支援のために何が必要か考えた。岩田投手は、高校時代
に１型糖尿病を発症したが、関西大学を卒業後、阪神タイガースに入団しプロ野球
選手として活躍している。「彼と直接ふれあう機会を作ることができれば、子どもたち

とその家族に喜んでもらえるのではないか」と私たちは考えた。�
　時間との競争だったが、岩田投手の生い立ちを描いた紙芝居を作り、クリスマス
会の当日、子どもたちに読み聞かせをしたり、一緒にゲームを楽しんだ。私が話した
お母さんは、患者である息子が中学校で野球部に入部希望を出したが、学校側は
１型糖尿病を理由に入部を見合わせた。しかし、医師が岩田投手を例に、部活動
には問題ないと学校側に説明した結果、入部が認められたそうである。岩田さん自
身、同じ病気の子どもたちと交流する機会を持ちたいと考えていたという話も聞いた。�
　クリスマス会の模様はテレビや新聞に取り上げられ、記事を読んだ岡山の病院
から「紙芝居を貸して」との依頼があった。ささやかな橋渡しはできたが、改善す
べき点もあった。スピードを重視した結果、グループ内の情報共有や企画の独創
性に問題があった、と教授は指摘している。この経験を次に生かさなければ、と思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （政策創造学部２年次生）�

が所属する情報工学研究室では、信号処理の技術を活用して、「音」に
関わるさまざまな技術の研究に取り組んでいる。私のグループで行っている

研究は、ANC（アクティブノイズコントロール）といわれる騒音に対して同振幅・逆位
相の音波を干渉させて騒音を打ち消す技術の医療用MRI（人体の内部情報を
画像化する装置）への応用である。滋賀医科大学医学部附属病院では、MRIを
用いて取得した人体の断面画像を参照しつつ、リアルタイムで手術を行うシステム
が導入されているが、MRIが非常に大きな騒音を発生するため、医師たちのコミュ
ニケーションを阻害し、精神的ストレスの原因になっている。このような問題を解決
するために、私たちはMRIへのANCの実用化に向けて日夜研究に取り組んでいる。�
　この研究活動を通じて、体験、実感したことがいくつかある。�
　１つ目は、他分野の研究者と共同研究を行うことの新鮮さを実感したことである。
医学と工学、専門分野は全く異なるが、興味深い話を聞くことができ刺激になった。
また、どのような研究が行われているか間近で知ることができた。�
　２つ目は、改めて研究の醍醐味を認識できたことである。研究活動において、次々
と生じる問題の解決策を考え、試行錯誤して成功したときの喜びが研究の醍醐
味であると私は思っている。この共同研究も、当初はMRIの騒音を全く消すことが
できず、解決策の模索からスタートした。システム構成や制御アルゴリズム等に関
する解決策について検討し、シミュレーションや実験を行うことで検証を繰り返した。

そして、徐 に々騒音の低減効果を改善することができ、大きなやりがいを感じること
ができた。その効果を医師の方に実感してもらえたのは素直にうれしいことだった。�
　３つ目は、１つの目標に向かって仲間と協力し合い、やり遂げるという達成感を体
験できたことである。私の研究グループの人数は３人と決して多いわけではないが、
各自の役割分担を明確にし、一丸となって１つの研究に取り組むことで、MRIの騒
音に特化したANCシステムの試作に成功することができた。このシステムを昨年９
月１２日に開催された「DSPS教育者会議」というディジタル信号処理の学会で発表、
披露した。そこで、IEEE（米国電気電子学会）の賞を受賞することができたときに
は大きな達成感を感じるとともに自信につながった。　　　（大学院工学研究科M１）�
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作
成
す
る
た
め
に
撮
影
し
て
い
る
様
子�

１
型
糖
尿
病
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
岩
田
稔
投
手（
写
真
左
）�

を
招
い
て
行
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会�

騒
音
の
波
形
を
検
証
し
て
い
る
様
子�

　   

学
習
す
る
、　
　   

発
見
す
る
、　 

　 

成
長
す
る
。�

　
昨
今
の
大
学
教
育
は
、教
室
内
で
の
講
義
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、従
来
の
専
門
的
知
識
の
蓄
積
に
加
え
て
、実
体
験
を
踏
ま
え

る
こ
と
に
よ
り
培
わ
れ
る
視
点
の
涵
養
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。�

　
今
回
の
特
集
で
は
、た
と
え
ば
ゼ
ミ
活
動
な
ど
で
実
体
験
を
通

し
て
学
び
の
場
を
広
げ
て
い
る
研
究
や
授
業
等
を
取
り
上
げ
、活

動
の
紹
介
と
と
も
に
、何
を
学
ん
だ
の
か
、学
び
の
中
か
ら
得
た

点
は
何
か
な
ど
を
学
生
に
執
筆
し
て
も
ら
っ
た
。�

実
体
験
を
通
し
た
学
び
の
場�

実
体
験
を
通
し
た
学
び
の
場�

実
体
験

実
体
験
を
通
し
た
学
び
の
場�

（４）平成２１年（２００９年）２月１日第 ３５９ 号（５）
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全員でやり遂げた充実感
永田 千佳さん

受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�

奨
学
金
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
学
生
諸
君
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
充
実
し
た
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
て
も

ら
う
た
め
に
多
様
な
奨
学
金
制
度

を
設
け
て
い
る
（
表
参
照
）。

学
部
学
生
対
象
の
奨
学
金
と
し

て
は
、
入
学
試
験
成
績
が
特
に
優

秀
な
者
に
最
短
修
業
年
限
ま
で「
授

業
料
全
額
相
当
額
」
を
給
付
す
る

第
１
種
給
付
奨
学
金
、
学
業
成
績

優
秀
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
な
者
に
、
一
年
間
に

限
り
「
授
業
料
の
半
額
相
当
額
」

を
給
付
す
る
第
３
種
給
付
奨
学
金

お
よ
び
家
計
支
持
者
が
地
震
や
台

風
等
の
天
災
に
よ
り
人
的
ま
た
は

物
的
被
害
を
受
け
家
計
が
急
変
し

た
場
合
に
、
学
費
（
授
業
料
・
教

育
充
実
費
・
実
験
実
習
料
）
全
額

相
当
額
を
上
限
に
給
付
す
る
第
５

種
給
付
奨
学
金
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
貸
与
奨
学
金
制
度
の
う

ち
、
入
学
時
に
関
連
す
る
奨
学
金

と
し
て
は
関
西
大
学
入
学
時
貸
与

奨
学
金
が
あ
る
。
こ
の
奨
学
金
は

経
済
的
に
入
学
時
の
学
費
の
納
入

が
極
め
て
困
難
な
者
を
対
象
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
合
格
発
表
後
、

直
ち
に
手
続
き
が
必
要
と
な
る
た

め
、
希
望
者
は
合
格
通
知
書
と
と

も
に
郵
送
さ
れ
る
「
関
西
大
学
入

学
時
貸
与
奨
学
金
の
案
内
」
を
熟

読
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
そ
の
他

の
奨
学
金
は
入
学
後
に
出
願
が
可

能
と
な
る
。
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
詳
細
は
入
学
手
続
�
完

了
者
に
送
付
さ
れ
る
「
奨
学
金
の

案
内
」
を
参
照
し
、
出
願
し
て
ほ

し
い
。

学
生
寮
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
教
育
的
効
果
を
期

待
す
る
施
設
と
し
て
、「
学
生
国
際

交
流
館
・
秀
麗
寮
」（
男
子
寮
）
と

「
ド
ミ
ト
リ
ー
月
が
丘
」（
女
子

寮
）
の
二
つ
の
学
生
寮
を
設
置
し

て
い
る
。
い
ず
れ
の
寮
も
、
単
に

居
住
す
る
だ
け
の
場
所
で
は
な

く
、
二
年
間
で
規
律
あ
る
共
同
生

活
を
通
じ
て
互
い
の
人
格
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
健
全
な
人
間

関
係
を
育
成
し
、
ま
た
、
留
学
生

と
の
交
流
を
通
じ
て
国
際
感
覚
の

育
成
や
相
互
交
流
の
推
進
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

入
寮
希
望
者
は
、
合
格
発
表

後
、
直
ち
に
手
続
き
が
必
要
と
な

る
。
合
格
通
知
書
と
と
も
に
郵
送

さ
れ
る
「
平
成
二
十
一
年
度
学
生

寮
・
下
宿
に
つ
い
て
」
を
熟
読
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
関
西
大
学
生

活
協
同
組
合
で
は
、
下
宿
紹
介
業

務
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
下
宿
紹

介
を
希
望
す
る
場
合
は
、
各
自
で

同
組
合
住
宅
事
業
部
に
問
い
合
わ

せ
願
い
た
い
。

な
お
、
住
居
は
学
生
生
活
を
送

る
う
え
で
、
重
要
な
要
素
と
な
る

の
で
、
慎
重
に
選
択
す
る
必
要
が

あ
る
。
学
生
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
「
学
生
生
活
」
ペ
ー
ジ
で

も
、
契
約
に
関
す
る
注
意
事
項
、

下
宿
生
活
を
送
る
う
え
で
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
確
認
し
て
ほ
し
い
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

個人の実力が問われる時代です。エクステンション・
リードセンターでは、実務的な資格取得や国家試験合格
のための実力アップをめざし、４月から順次、講座を開
講します。

初
心
者
向
け
ク
ラ
ス
を

設
置
し
た
英
語
講
座

「
英
語
講
座
」
で
は
、
多

く
の
企
業
で
昇
進
要
件
と
さ

れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

と
留
学
に

必
須
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

の
各
テ

ス
ト
対
策
コ
ー
ス
を
設
け
て

い
ま
す
。Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス

ト
対
策
コ
ー
ス
で
は
点
数
別

ク
ラ
ス
に
加
え
て
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
�

を
受
験
し
た
こ
と
が
な
い

初
心
者
向
け
の
ビ
ギ
ナ
ー
ク

ラ
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
実
力
に
あ
っ
た
ク
ラ
ス
を

受
講
し
て
、
真
の
英
語
力
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

レ
ベ
ル
や
目
的
に
応
じ
た

情
報
処
理
講
座

「
情
報
処
理
講
座
」
で

は
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
ス
キ
ル

習
得
を
目
的
と
す
る
コ
ー
ス

と
パ
ソ
コ
ン
検
定
４
級
、
３

級
の
試
験
対
策
コ
ー
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

公
務
員
受
験
を
早
期
か
ら

支
援

「
公
務
員
講
座
」
は
、
国

家
�
種
、
�
種
、
地
方
上
級

な
ど
の
行
政
職
を
は
じ
め
、

技
術
系
、
土
木
職
、
心
理
職

と
多
彩
な
コ
ー
ス
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
国
家
公

務
員
�
種
」
を
志
望
す
る
人

の
た
め
に
本
学
学
生
を
対
象

と
し
た
特
待
生
割
引
制
度
を

設
け
る
な
ど
支
援
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士
受

験
を
簿
記
検
定
講
座
か
ら

支
援

「
会
計
職
講
座
群
」
で

は
、
簿
記
を
初
め
て
学
ぶ
人

の
た
め
の
「
簿
記
検
定
講

座
」
の
３
級
、
２
級
対
策
コ

ー
ス
か
ら
公
認
会
計
士
や
税

理
士
を
め
ざ
す
コ
ー
ス
ま
で

設
置
し
て
い
ま
す
。

司
法
講
座
で
法
科
大
学
院

入
試
対
策
講
座
と
司
法
書

士
対
策
講
座
を
開
講

「
司
法
講
座
」
で
は
、
法

科
大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
）
の
合
格
を
め
ざ
し
て
、

一
年
次
か
ら
法
律
学
の
基
礎

知
識
を
学
ぶ
「
基
礎
コ
ー

ス
」
を
は
じ
め
、
実
践
的
な

答
案
練
習
や
適
性
試
験
対
策

ま
で
段
階
的
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
で
き
る
コ
ー
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
司
法
書
士
対
策
講

座
で
は
主
要
４
科
目
を
大
学

の
授
業
と
両
立
で
き
る
無
理

の
な
い
ペ
ー
ス
で
学
べ
ま

す
。資

格
試
験
対
策
講
座
も

充
実

実
力
あ
る
講
師
陣
で
定
評

の
あ
る
「
宅
建
」「
旅
行
」「
通

関
士
」「
社
労
士
」「
弁
理

士
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋
２

級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
）」「
色
彩
検

定
」
な
ど
資
格
試
験
対
策
講

座
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、新
年
度
よ
り
「
行

政
書
士
対
策
」「
日
本
語
文
章

能
力
検
定
」を
新
設
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先
�

０
１
２
０
―

３
６
８
―

１
５
０

（
十
三
時
三
十
分
〜
二
十
時
）

０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１

（
十
時
三
十
分
〜
二
十
一
時
）

北摂には、ごく身近にあるものを生
産している企業がたくさんある。日世
株式会社は、「ソフトクリームを持った
男の子と女の子」のイラストで知ら
れ、北摂からソフトクリームをもって
食文化と観光産業に寄与してきた。そ
の日世株式会社の存在と食のスタイル
の変化を知ってもらえる展示にしよう
と企画を進めた。
当初、キャラクターのインパクトの

みで中身のない展示にならないかと危
惧していたが、日世株式会社を訪問す
るたびに、忙しい中協力していただい
た社員のみなさんのおかげで、深みを
もった企画に仕上がった。
北摂の知識に乏しかった班員も、「北

摂の文化遺産」の企画を考えるなか
で、北摂についてたくさんのことを学
んだ。みんなで協力してひとつのこと
をやり遂げたこの経験は、これからの
人生の宝となるだろう。

（文学部３年次生）

関
西
大
学
博
物
館
で
は
、
今

年
度
の
実
習
展
「
北
摂
の
文
化

遺
産
」
を
昨
年
十
一
月
十
七
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
博
物
館

第
２
展
示
室
で
開
催
し
、
本
学

関
係
者
の
ほ
か
市
民
な
ど
七
百

六
十
二
人
の
入
館
が
あ
っ
た
。

本
展
示
会
は
、
文
化
庁
か
ら

委
託
を
う
け
た
北
大
阪
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
の
一
環
で
も
あ
り
、
七

十
四
人
の
実
習
生
は
、「
モ
ノ
レ

ー
ル
」「
日
世
」「
ガ
ン
バ
大

阪
」「
菊
炭
」「
池
田
の
が
ん
が

ら
火
祭
り
」
な
ど
、
北
摂
地
区

に
ゆ
か
り
の
深
い
テ
ー
マ
の
五

班
に
分
か
れ
て
、
地
域
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
企
画
展
示
を

行
っ
た
。
（
博
物
館
事
務
室
）

国国国国国国国国国国国国国国
家家家家家家家家家家家家家家
試試試試試試試試試試試試試試
験験験験験験験験験験験験験験

合合合合合合合合合合合合合合
格格格格格格格格格格格格格格
状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況

国
が
実
施
す
る
各
種
資
格
試

験
や
採
用
試
験
の
う
ち
、
本
学

関
係
者
の
合
格
者
数
は
次
の
と

お
り
（
平
成
二
十
一
年
一
月
二

十
日
判
明
分
）。

・
新
司
法
試
験
三
十
八
人
（
本

学
法
科
大
学
院
出
身
者
）

・
旧
司
法
試
験
一
人
（
本
学
学

部
出
身
者
）

・
公
認
会
計
士
試
験
四
十
四
人

（
旧
第
二
次
試
験
合
格
者
八

人
を
含
む
、
現
役
の
合
格
者

は
、
学
部
生
三
人
お
よ
び
会

計
専
門
職
大
学
院
生
三
人
）

・
弁
理
士
試
験
九
人

・
国
家
公
務
員
試
験
�
種
試
験

八
人

・
国
家
公
務
員
試
験
�
種
試
験

百
三
人

○
中
国
の
寧
波
文
化
研
究
会
・

中
国
寧
波
市
歴
史
学
会

◆
優
秀
賞
（
論
文
）

文
学
部
教
授

松
浦

章

（
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
）

金額（平成２０年度現行）

（年額）授業料相当額

（年額）授業料の半額相当額

災害による被災状況により異なる
が、授業料、教育充実費および実
験実習料の合計相当額を上限
授業料、教育充実費および実験実
習料の初学期分相当額
（年額）１学期分の授業料、教育

充実費および実験実習料
の合計相当額

（月額）自宅 ５．４万円
自宅外 ６．４万円

（月額）３万円・５万円・８万円
・１０万円・１２万円から選
択可能

（年額）個人：３０万円を上限
団体：１００万円を上限

（年額）個人：２０万円を上限
団体：企画内容・業績に

より決定
授業料、教育充実費および実験実
習料を全額免除。ただし、学期ご
とに認定留学在籍料（１学期につ
き１０万円）を納入する必要あり。
（年額）欧米・豪州

中南米・アフリカ

�
�
�
５０万円

アジア ３０万円

（年額）５０万円

（年額）２４万円

団体により異なる

※一般入試（学部個別日程・全学部日程）、センター利用入試（前期・中期）およびＡＯ入試が対象
※第２種および第４種給付奨学金は、大学院生が対象

概要（期間）

給付
（最短修業年限）

給付（１年間）

給付（１年間）

無利子貸与
（入学時のみ）

無利子貸与
（１年間）

無利子貸与
（最短修業年限）

有利子貸与
（最短修業年限）

給付（１年間）

給付（１年間）

認定留学中

給付（１年間）

給付（１年間）

給付
（最短修業年限、
ただし植田奨励
金は１年間）

出願時期等

※入学試験成績優秀
者（出願不要）

新入生：
※入学試験成績優秀者
（出願不要）、ただし入
学後、家計収入に関す
る資料提出を要し、選
考のうえ決定する。

上位年次生：
前年度までの学業成
績優秀者対象

入学後に出願

合格発表後直ちに出
願

入学後に出願

入学後に出願

入学後に出願

認定留学生となった
場合（出願不要）

交換派遣留学生決定
後に出願

ＤＤプログラム派遣
留学生決定後に出願

２年次生以上対象

奨学金の名称

関西大学第１種（学
部入学試験成績優秀
者特別）給付奨学金

関西大学第３種（学
部成績優秀者）給付
奨学金

関西大学第５種（家計
急変者）給付奨学金

関西大学入学時貸与
奨学金

関西大学奨学金

日本学生支援機構
第一種奨学金

日本学生支援機構
第二種奨学金

スポーツ振興奨学・
奨励金

関西大学文化・学術
活動等奨励金

認定留学生に対する
学費減免制度

関西大学国際交流助
成基金第１種奨学金

本学独自の奨学基金
給付奨学金
（赤井・柳楽・久井
・野田奨学金および
植田奨励金）
民間奨学財団・地方
自治体等奨学金

区分

学業奨励奨学金
�
�
成績優秀者を奨励
・支援する奨学金

�
�

経済支援奨学金
�
�
学生生活を支援
する奨学金

�
�

諸活動支援奨学金
�
�
学生の諸活動を
支援する奨学金

�
�

民間奨学財団・地方
自治体等奨学金

身
近
な
ま
ち
の
産
業
・
伝
統

５
つ
の
テ
ー
マ
で
企
画
展
示

実実実実実実実実実実実実実実実実実実習習習習習習習習習習習習習習習習習習展展展展展展展展展展展展展展展展展展「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂摂のののののののののののののののののののの文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

奨
学
金
制
度
、学
生
寮
の
案
内

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
展
示
を
見
る
学
生
た
ち

──充実したキャンパスライフに

目標に向け、春からスタート�

（６）平成２１年（２００９年）２月１日第 ３５９ 号
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文化会速記部が、全日本学生
速記競技大会で４２連覇を達成

左から角田さん、野口さん

新刊の新刊の�新刊の�

「
親
に
は
負
担
を
か
け
る
け

れ
ど
、
大
学
院
（
総
合
情
報
学

研
究
科
）
に
行
き
た
く
て
…
」

「
今
の
研
究
を
続
け
た
い
」

関
西
大
学
第
４
種
給
付
奨
学

金
（
大
学
院
成
績
優
秀
者
給
付

奨
学
金
）の
募
集
説
明
会
が
、高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
千
里
山
に

引
き
続
い
て
昨
年
十
二
月
に
行

わ
れ
た
。
早
期
採
用
説
明
会
に

は
、
大
学
院
進
学
に
関
心
の
あ

る
学
部
三
年
次
生
、
在
学
採
用

説
明
会
は
、
次
年
度
大
学
院
入

学
予
定
者
や
二
月
入
試
に
受
験

を
検
討
す
る
者
、お
よ
び
来
年
度

在
学
中
の
院
生
が
参
加
し
た
。

採
用
さ
れ
れ
ば
、
一
年
間
は

大
学
院
の
授
業
料
半
額
相
当
額

が
給
付
さ
れ
る
た
め
、
参
加
者

は
真
剣
に
学
生
生
活
課
担
当
者

の
説
明
を
聴
い
て
い
た
。

総
合
情
報
学
研
究
科
で
彼
ら

は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
す
る
の

か
楽
し
み
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
か
ら

２
件
の
大
型
採
択

今
年
度
、
総
合
情
報
学
研
究

科
で
は
、
文
部
科
学
省
の
大
型

補
助
金
に
二
件
が
採
択
さ
れ

た
。そ
の
う
ち
の
一
件
は
、大
学

院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。「
参
加
連
携
型
の
大
学

院
教
育
に
よ
る
社
会
創
造
」
が

採
択
さ
れ
た
。
三
年
計
画
の
こ

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
研

究
科
の
社
会
情
報
学
専
攻
（
博

士
課
程
前
期
課
程
）
お
よ
び
総

合
情
報
学
専
攻（
博
士
課
程
後
期

課
程
）を
対
象
と
す
る
。研
究
代

表
者
の
久
保
田
賢
一
教
授
の
ほ

か
、社
会
情
報
学
の
教
員
九
人
、

知
識
情
報
学
の
教
員
三
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
す
る
。

も
う
一
件
は
、
私
立
大
学
戦

略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業

「
研
究
拠
点
を
形
成
す
る
研

究
」
で
あ
る
。採
択
さ
れ
た
「
セ

キ
ュ
ア
ラ
イ
フ
創
出
の
た
め
の

安
全
知
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
す
る
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
総
合
情
報
学
研
究
セ
ン
タ

ー
が
研
究
組
織
と
な
る
。
研
究

代
表
者
の
堀
雅
洋
教
授
の
ほ

か
、
知
識
情
報
学
の
教
員
六
人

と
国
内
外
の
十
人
の
研
究
者
が

役
割
を
分
担
し
、
五
年
計
画
で

「
安
全
空
間
情
報
学
」と
い
う
新

し
い
学
問
領
域
を
形
成
す
る
。

今
年
度
は
「
総
情
」
教
員
の

活
躍
が
目
立
っ
た
年
で
あ
る
。

教
育
・
研
究
の
新
規
取
り
組
み

が
ラ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に
押
し
寄

せ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

未
来
を
開
拓
す
る

人
材
の
育
成
へ

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｃ
棟
と

Ｄ
棟
の
間
に
位
置
す
る
Ｆ
棟（
こ

の
中
に
「
総
合
情
報
学
研
究
セ

ン
タ
ー
」
が
あ
る
）。
こ
れ
ら
の

建
物
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
見

る
と
、想
像
が
膨
ら
ん
で
く
る
。

C
om
puter

とD
ream

（
夢
）の
間
に
、F

u
tu
re

（
未

来
）とF

ron
tier
spirit

（
開
拓
者
魂
）が
あ
る
よ
う
に
も

読
め
る
。

夢
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
実

現
す
る
の
は
、「
人
間
」
で
あ

る
。
大
学
院
生
た
ち
が
、
教
員

に
負
け
ず
に
未
来
を
創
る
人
材

と
な
っ
て
ほ
し
い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
チ
ー
ム
）

第
七
十
七
回
全
日
本
選
手
権
（
昨
年
十
二
月

二
十
五
日
〜
二
十
七
日
、
長
野
市
若
里
多
目
的

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
）
に
お
い
て
、
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
部
の
織
田
信
成
さ
ん
（
文
四
）
が
、
初

制
覇
を
果
た
し
た
。「
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」。
日

本
の
エ
ー
ス
と
し
て
の
重
圧
、
若
手
の
追
い
上

げ
か
ら
解
放
さ
れ
、
笑
顔
を
見
せ
た
。

シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｐ
）を
終
え
、
二

位
に
大
差
を
つ
け
て
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
た
織

田
さ
ん
。
翌
日
の
フ
リ
ー
で
は
４
回
転
ジ
ャ
ン

プ
を
跳
ば
な
い
と
い
う
安
全
策
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
フ
リ
ー
演
技
冒
頭
に
挑
ん
だ
の
は
４
回

転
ジ
ャ
ン
プ
。「
今
季
の
目
標
」
と
公
言
し
続
け

て
き
た
大
技
か
ら
逃
げ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
惜

し
く
も
転
倒
。「
緊
張
に
負
け
て
し
ま
っ
た
」。

そ
の
後
は
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
。
連

続
ジ
ャ
ン
プ
は
完
ぺ
き
に
成
功
さ
せ
、
ス
テ
ッ

プ
で
は
リ
ズ
ム
に
乗
り
力
強
く
演
じ
切
っ
た
。

二
位
に
二
十
点
近
く
も
の
差
を
つ
け
て
の
完

全
優
勝
。
し
か
し
喜
び
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
目
標
だ
っ
た
４
回
転
の
失
敗
に
、

悔
し
さ
を
隠
せ
な
い
織
田
さ
ん
。「
反
省
す
る
と

こ
ろ
ば
か
り
」。
次
に
挑
む
の
は
、
四
大
陸
選
手

権
、
そ
し
て
世
界
選
手
権
。
今
大
会
で
得
た
経

験
を
糧
に
、
世
界
で
の
飛
躍
を
誓
う
。

さ
ら
に
今
大
会
、
織
田
さ
ん
と
共
に
男
子
シ

ン
グ
ル
に
出
場
し
た
町
田
樹
さ
ん
（
文
一
）。
Ｓ

Ｐ
で
は
五
位
に
つ
け
る
な
ど
健
闘
し
、
七
位
に

入
賞
。
湯
澤
綾
人
さ
ん
（
岡
山
Ｓ
Ｃ
）
と
ペ
ア

を
組
み
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
に
出
場
し
た
平
井
絵
己

さ
ん
（
経
四
）
も
、
今
大
会
三
位
に
入
賞
し

た
。
町
田
さ
ん
、
平
井
さ
ん
と
も
に
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
へ
の
出
場
が
決
定
し
て
い
る
。

（
関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
）

第
九
十
六
回
全
日
本
学
生
速
記
競
技
大
会（
昨

年
十
二
月
七
日
、
東
京
都
渋
谷
区
・
国
立
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）
に
お

い
て
、
文
化
会
速
記
部
が
団
体
戦
で
優
勝
し
、

見
事
四
十
二
連
覇
を
果
た
し
た
。

学
術
研
究
会
千
里
山
法
律
学
会
の
栗
田

武
さ
ん
が
、
全
日
本
学
生
法
律
討
論
会

質
問
の
部
で
第
２
位

第
五
十
八
回
全
日
本
学
生
法
律
討
論
会
（
昨

年
十
二
月
十
三
日
、
明
治
大
学
）
に
お
い
て
、

学
術
研
究
会
千
里
山
法
律
学
会
の
栗
田
武
さ
ん

（
法
三
）
が
質
問
の
部
で
第
二
位
と
な
っ
た
。

重
量
挙
部
の
武
市
樹
さ
ん
、
中
井
美
保

さ
ん
が
関
西
学
生
選
手
権
で
個
人
優
勝

第
五
十
六
回
関
西
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会
（
昨
年
十
二
月
六
日
、
大
阪

府
・
羽
曳
野
市
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

に
お
い
て
、
七
十
七
�
級
で
重
量
挙
部
の
武
市

樹
さ
ん
（
商
三
）
が
二
百
六
十
五
�
で
優
勝
し

た
ほ
か
、
五
十
三
�
級
で
中
井
美
保
さ
ん
（
文

一
）
が
百
五
十
三
�
を
記
録
し
優
勝
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
・
ア
ジ
ア

ジ
ュ
ニ
ア
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

会
（
昨
年
十
二
月
三
日
〜
八
日
、
大
韓
民
国
・

全
州
市
フ
ァ
サ
ン
体
育
館
）
に
お
い
て
、
男
子

ジ
ュ
ニ
ア
七
十
七
�
級
で
、
白
草
竜
太
（
文

一
）
さ
ん
が
六
位
に
入
賞
し
た
。

角
田
・
野
口
ペ
ア
が
全
日
本
学
生
室
内
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝

第
四
十
五
回
全
日
本
学
生
室
内
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
（
昨
年
十
二
月
二
日
〜
六
日
、
京
都
府

長
岡
京
市
西
山
公
園
体
育
館
）
に
お
い
て
、
テ

ニ
ス
部
の
角
田
圭
佑
さ
ん
（
商
三
）、
野
口
政
勝

さ
ん
（
経
一
）
ペ
ア
が
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
準

優
勝
し
た
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

昨
年
十
二
月
十
一
日
、
天
神

橋
一
・
二
・
三
丁
目
商
店
街

に
、
社
会
学
部
の
大
西
正
曹
教

授
の
ゼ
ミ
生
が
制
作
し
た
横
二

・
二
�
、
縦
一

・
五
�
の
大
型

絵
馬
三
点
（
写

真
）
が
お
目
見

え
し
た
。

大
西
教
授
の

ゼ
ミ
生
は
、
本

学
と
天
神
橋
筋

商
店
連
合
会

（
天
神
橋
一
・

二
・
三
丁
目
商

店
街
）
が
平
成

十
九
年
十
一
月

に
締
結
し
た
地

域
連
携
協
定
の

一
環
と
し
て
、
同
じ
く
社
会
学

部
の
与
謝
野
有
紀
教
授
、
黒
田

勇
教
授
、
橋
本
理
准
教
授
の
ゼ

ミ
生
と
と
も
に
、
商
店
街
を
訪

れ
る
人
び
と
に
、
名
所
や
目
当

て
の
店
を
は
じ
め
、
街
の
歴
史

ま
ち
が
い

ま
で
幅
広
く
案
内
す
る「
町
街

ど人
」
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

こ
の
た
び
、
天
神
橋
筋
商
店
連

合
会
の
土
居
年
樹
会
長
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
、
商
店
街
に
飾

る
大
型
絵
馬
の
制
作
に
取
り
組

ん
だ
。

絵
馬
に
は
、
大
阪
天
満
宮
と

天
神
橋
筋
商
店
街
の
さ
ら
な
る

発
展
を
祈
念
し
て
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
版
に
壁
紙
を
貼
っ
た
素
材

に
、「
大
阪
天
満
宮
」
と
今
年
の

干
支
で
あ
る
「
丑
」
が
描
か
れ

て
お
り
、
大
西
ゼ
ミ
の
三
年
次

生
二
十
五
人
が
、
型
取
り
・
デ

ザ
イ
ン
か
ら
仕
上
げ
ま
で
一
カ

月
が
か
り
で
制
作
し
た
。

大
西
ゼ
ミ
の
代
表
を
務
め
、

絵
馬
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た

石
井
達
也
さ
ん
（
社
三
）
は
、

「
関
西
大
学
の
学
生
が
作
っ
た

絵
馬
を
一
目
見
よ
う
と
、
一
人

で
も
多
く
の
人
が
商
店
街
に
足

を
運
ん
で
く
れ
れ
ば
、
街
の
発

展
に
つ
な
が
る
。
街
の
役
に
立

て
て
う
れ
し
い
」
と
語
り
、
土

居
会
長
は
「
商
店
街
以
外
の
若

者
が
街
を
愛
し
て
く
れ
て
い
る

の
は
心
強
い
。
学
生
の
力
を
得

て
、
さ
ら
な
る
連
携
の
形
を
模

索
し
た
い
」
と
感
想
を
語
っ

た
。大

西
教
授
は
、「『
町
街
人
』

の
活
動
は
、
学
生
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
関
西
大
学
に
と
っ
て
キ
ャ
ン

パ
ス
の
外
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。
大
阪
の
町
と
と
も
に
歩
む

関
西
大
学
と
大
阪
天
満
宮
、
天

神
橋
筋
商
店
街
で
力
を
あ
わ
せ

て
『
丑
』
の
よ
だ
れ
の
よ
う
に

長
い
連
携
協
力
関
係
を
構
築
し

た
い
」
と
連
携
の
意
義
を
語
っ

た
。こ

の
大
型
絵
馬
は
三
月
ご
ろ

ま
で
、
天
神
橋
一
・
二
・
三
丁

目
商
店
街
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

○
社
会
学
部
教
授

大
和

礼

子
ほ
か
編

『
男
の
育
児
・
女
の
育
児
―
家

族
社
会
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
』

（
平
成
二
十
年
四
月
二
十
五
日

・
昭
和
堂
・
定
価
千
九
百
九
十

五
円
�
税
込
�
）

○
総
合
情
報
学
部
教
授

亀
井

克
之
ほ
か
著

『
オ
ー
ナ
ー
企
業
の
経
営
―
進

化
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

―
』

（
平
成
二
十
年
九
月
二
十
日
・

中
央
経
済
社
・
定
価
二
千
七
百

三
十
円
�
税
込
�
）

○
社
会
学
部
教
授

大
和

礼

子
著

『
生
涯
ケ
ア
ラ
ー
の
誕
生
―
再

構
築
さ
れ
た
世
代
関
係
／
再
構

築
さ
れ
な
い
世
代
関
係
』

（
平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
・

学
文
社
・
定
価
二
千
五
百
二
十

円
�
税
込
�
）

昨
年
十
二
月
十
四
日
、
吹
田

市
立
第
一
中
学
校
区
の
小
中
学

生
た
ち
が
、
本
学
体
育
会
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
体
験
す
る
「
ク

ラ
ブ
一
日
体
験
入
部
」
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
行
事
は
、
今
回
で

十
回
目
を
迎
え
、
吹
田
市
立
第

一
中
学
校
区
の
地
域
教
育
協
議

会
の
依
頼
を
受
け
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
の
参
加
者
は
年
々
増
加

し
て
二
百
十
七
人
に
上
り
、
協

力
ク
ラ
ブ
も
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
を
は
じ
め
弓
道

部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
、
野
球
部
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、

ボ
ク
シ
ン
グ
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
、
応
援
団
の
十
ク
ラ
ブ
に

及
ん
だ
。
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
子
ど
も

た
ち
を
熱
心
に
指
導
す
る
風
景

が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
、

例
年
以
上
に
学
生
の
方
に
力
が

入
っ
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

ま
た
、昼
休
み
に
は
応
援
団
（
リ

ー
ダ
ー
部
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
）
に
よ
る
演
舞
が
行
わ
れ
、

小
中
学
生
を
歓
迎
。「
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
」
を
通
じ
て
体
育
会

の
各
部
員
と
交
流
を
深
め
た
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
か
け

が
え
の
な
い
経
験
と
な
っ
た
に

違
い
な
い
。

関
西
大
学
で
は
、
小
中
学
生

た
ち
が
こ
の
「
ク
ラ
ブ
一
日
体

験
入
部
」
を
通
じ
て
、
日
ご
ろ

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
る
こ
と
で
興
味
を
も

ち
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
競
技

人
口
の
増
加
の
継
承
に
つ
な
が

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

アメリカンフットボールの交流会に
参加した小中学生たち

吹田市の小中学生ら
クラブ一日体験入部

アイススケート 織田信成さん

ススススススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツでででででででででででででででででででででででで交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流

優勝カップを手に笑顔の織田さん
【写真提供：関大スポーツ編集局】

中井さん

天神橋筋
商 店 街

大
西
ゼ
ミ
生
が
制
作

未
来
を
創
る

―
総
情
こ
の
一
年
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【谷本奈穂准教授プロフィール】�
大阪府出身。大阪大学人間科学部卒業、同大学院博士後期課程修了。博士（人間科学）。専門は文化社会論。
研究対象は、雑誌の恋愛記事や少年マンガ、化粧品広告、フィットネスクラブなどに及ぶ。�

　今回のアンケートでは、関大生がまじめで堅
実な交際をしているという結果が出ていると思
います。若者の交際といえば、さまざまな人と短
いサイクルでつきあうかのようなマスメディア
などでの報道がありますが、関大生は、つきあい
が１年以上に及ぶような堅実な交際をしている
人が、52.8％にものぼっています。また、晩婚化・
非婚化の危機が叫ばれているこの時代に、現在
の恋人と結婚したい人が61.2％にのぼることも、
まじめな交際をしていることの表れでしょう。�
　それから、出会いの場として、クラブやサーク

ルが機能していることも興味深い事象です。男
女のつきあいにおいて、類似性もしくは相補性
のどちらが重要なのかという議論があります。
似ているから相手に惹かれるのか、相手が自分
にないものを持っているから惹かれるのか、と
いうものです。それから考えると関大生では類
似性が重要であるようです。クラブやサークル
での出会いは、少なくとも共通の趣味をもって
いることが、あらかじめ分かっています。趣味が
同じ方が、話題が作りやすく、おつきあいに発展
しやすいのかも。�

　予想どおりアクセサリー類が多かったが、「車」や「200万円の時計」といった高額なものも。
一方、「彼女のブログの日記を印刷した本」、「クリスマスツリー点灯と同時の突然のキス」な
どドラマチックなものも見られた。われわれスタッフが印象深かったのは、「低反発枕」。実用
的過ぎる？�

　男女ともに、重視するのは外見よりも性格という結果であった。特徴として、女性は男性の
「優しさ」に、男性は女性の「可愛さ」に惹かれているようであった。ユニークな回答例では「全
部です」。どうぞ、お幸せに。�

＊アンケートは昨年12月10日から18日の間、インフォメーションシステムを通じて�
　回収。学部生・大学院生381人（男性140人、女性241人）から回答があった。�

互いを知るほどに…？�
約6割の人が「現在の恋人と結婚したい」と回答し
ている。だが、詳しく見ると、相手をよく知らないと
思われる「交際期間3カ月未満」の17％に次いで、
「交際期間5年以上」が14％と「結婚したくない」率
が高くなっている。どうして？�

現在の恋人と�
結婚したいと思いますか？�

結婚したい�

61.2%

結婚したくない�
　　7.3%

分からない�
31.5%

Ｑ：恋人のどこに最も惹かれていますか？�

Ｑ：これまで最もうれしかったプレゼントは何ですか？�

8.1%

35.2%
17.9%

10.2%
1.6%
3.4%

11.0%
2.9%

9.7%

ゼミ、講義�
クラブ・サークル�

アルバイト�
友人の紹介�

合コン�
インターネット（SNS等）�

高校�
中学校�
その他�

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

二人はどこで出会いましたか？�

出会いを求めるなら「クラブ・サークル」へ！�
約35％の人が「クラブ・サークル」で異性と出会っている。その数は、第２位の「アル
バイト」の約2倍である。関西大学には300を超えるクラブやサークルがあり、それ
だけ出会いのチャンスも多いのかもしれない。また、時代を反映して、「インターネッ
ト(SNS等)」と回答した人が3.4％いることも見逃せない。�

24時間つながっていたい？�
「メールはしない」派が2.1％いるものの、付き合い年数や性別に関係なく、恋愛にも
メールは不可欠のようだ。なかでも、3.4％が「日に50通以上」と回答。「日に３０通程
度」の14.5％をあわせると、2割近くの人が毎日かなりの数のメール交換をしている
ことになる。�

3.4%
14.5%

24.4%

38.3%
14.4%

2.9%
2.1%

日に50通以上�
日に30通程度�
日に10通程度�
日に数通程度�
週に数通程度�
月に数通程度�
メールはしない�

0% 10%5% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

恋人にメールをどれくらい送りますか？�

寒い2月の温かなイベント、St. Valentine's Day。�
この愛の誓いの日にちなんで、�
学生生活を彩る“恋愛”にスポットをあて、�
ただ今交際中の関大生にアンケートを実施。�
出会いの場や結婚観など、気になる�
「みんなの恋愛事情」を特集した。�

出会いの“春”はもうすぐ。�

大学生になってから交際を始めたカップルが多いのか、交際期間1年未満の人
が半数近くを占める。厳しい受験期を抜けると、そこには春が待っているかも…？�

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

12.3%
15.5%

19.4%

26.3%
22.8%

3.7%

3カ月未満�
3カ月～半年�
半年～1年�
1年～2年�
2年～4年�
5年以上�

お付き合いしてどれくらいになりますか？�

屋
上
庭
園
が
人
気
の
凜
風
館�

「車」か「キス」か。�

男は「優しく」、女は「可愛く」。�

　デートするなら「凜風館」か「高槻夜景」。�
　圧倒的に多かったのが、「千里山キャンパス
凜風館（特に屋上庭園）」であり、次に多かった
のが「高槻キャンパスの夜景」という結果であっ
た。他には「芝生」や「図書館」が挙がっており、
中には「社会学部の最上階から見える梅田周
辺の夜景」がおすすめだという意見もあった。�

Ｑ：キャンパス内のおすすめのデートスポットは？�

『恋愛の社会学』の著者・谷本奈穂総合情報学部准教授に聞く�

関大生は寛大か。�
「許せない」が59.8％と、「許せる」7.4％に比べて
圧倒的に多い。ただし、「状況による」は32.8％。
関大生は寛大なのかも。�

恋人がほかの人と�
デートすることを許せますか？�

許せる�
　　7.4%

状況による�
32.8%

許せない�
59.8%

企画・編集：学生広報スタッフ（50音順）�
　佐納愛（商2）・菅原直亮（情1）・得田輝之（法4）・平岡菜穂（情3）・深見さやか（法4）�

高槻キャンパスの夜景�

平成２１年（２００９年）２月１日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は３月１９日発行の予定です
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誰
も
が
「
忙
し
い
」
と
言

う
。
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
山
積
み
だ
が
、

皆
、
や
り
た
い
こ
と
は
も
っ

と
多
い
か
ら
で
あ
る
。
本
号

で
特
集
し
た
「
恋
愛
事
情
」

も
そ
の
一
つ
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
と
き
、
わ
れ
わ
れ

は
往
々
に
し
て
「
や
り
た
い

こ
と
」
を
優
先
し
て
し
ま

う
。「
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
」
は
少
し
だ
け
骨
が

折
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
よ
り
厳
し
い
状
況
の

な
か
で
「
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
こ
と
」
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
レ

ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
で
呻
吟

し
た
ば
か
り
の
い
ま
、
多
く

の
学
生
諸
君
が
実
感
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。「
や
り
た
い

こ
と
と
、
や
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
の
優
先
順
位
を

間
違
え
な
い
」。こ
の
言
葉

を
、多
忙
な
学
生
諸
君
と
、
締

め
切
り
当
日
に
こ
れ
を
書
い

て
い
る
自
分
に
贈
り
た
い
。

（
若
林

雅
哉
）

�編集後記�
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黒
田

勇
（
く
ろ
だ
・
い
さ

む
）
教
授

専
門
は
、
放
送
の
社
会
学

で
主
と
し
て
「
放
送
の
社
会

へ
の
影
響
」
に
関
わ
る
研
究

を
進
め
て
い
る
。
日
本
マ
ス

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

会
理
事
お
よ
び
毎
日
放
送
番

組
審
議
委
員
を
務
め
る
か
た

わ
ら
、
関
西
の
放
送
文
化
の

「
復
興
」
に
心
を
砕
い
て
い

る
。
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